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(百万円未満切捨て)

１．2024年３月期第３四半期の業績（2023年４月１日～2023年12月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 10,894 6.7 1,029 11.1 1,052 10.2 717 11.3

2023年３月期第３四半期 10,207 7.4 926 1.2 955 2.7 644 1.8

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第３四半期 92.31 －

2023年３月期第３四半期 82.95 －

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期第３四半期 12,967 10,577 81.6 1,360.90

2023年３月期 12,894 10,169 78.9 1,308.39
(参考) 自己資本 2024年３月期第３四半期 10,577百万円 2023年３月期 10,169百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 20.50 － 22.50 43.00

2024年３月期 － 22.00 －
2024年３月期(予想) 22.00 44.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2024年３月期の業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,310 3.2 1,350 2.9 1,373 2.1 937 2.7 120.55
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

　　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注)詳細は、添付資料「２．四半期財務諸表及び主な注記 （3）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期財務諸表
の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期３Ｑ 8,264,850株 2023年３月期 8,264,850株

② 期末自己株式数 2024年３月期３Ｑ 492,411株 2023年３月期 492,411株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期３Ｑ 7,772,439株 2023年３月期３Ｑ 7,772,449株
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注
意事項等については、添付資料「１．当四半期決算に関する定性的情報 （3）業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、社会経済活動の正常化が進む中で、企業収益の改善とともに雇

用・所得情勢は底堅く、個人消費も持ち直すなど、緩やかな景気回復が継続しました。なお、先行きにつきまして

は、賃上げやインバウンド需要回復などの前向きな動きはあるものの、物価上昇の長期化や地政学的リスクなどの

懸念により、依然として不透明な状況にあります。

情報サービス産業におきましては、ＩｏＴ、ＡＩを活用したＩＴサービスの進展、クラウドサービスやセキュリ

ティ対策、ＲＰＡ等のＤＸ推進に向けた需要が牽引するとともに、従来型のレガシーシステム刷新の案件が増加す

るなど、企業等のＩＴ投資は堅調に拡大しております。

このような情勢の下、当社では顧客との綿密なコミュニケーションを図り、提案活動の継続強化に注力するとと

もに、新規案件の獲得や既存案件の追加受注、契約料金の改善に努めたことで売上が伸長しました。とりわけ、自

動車関連や移動体通信などの分野における受注拡大が大きく貢献しました。また、技術者を確保するための採用強

化や技術者への教育投資及び賃金改善なども積極的に取り組みました。

これらの結果、当第３四半期累計期間の経営成績は、売上高10,894百万円(前年同期比6.7％増)、営業利益1,029

百万円(前年同期比11.1％増)、経常利益1,052百万円(前年同期比10.2％増)、四半期純利益717百万円(前年同期比

11.3％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第３四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末より26百万円増加し、9,092百万円となりました。こ

れは主に、契約資産263百万円、有価証券499百万円、仕掛品53百万円、前払費用12百万円の増加と、現金及び預金

233百万円、売掛金573百万円の減少によるものであります。固定資産は46百万円増加し3,875百万円となりました。

これは主に、保険積立金94百万円、前払年金費用24百万円の増加と、投資有価証券47百万円、繰延税金資産16百万

円の減少によるものであります。

この結果、資産総額は、前事業年度末より73百万円増加し、12,967百万円となりました。

(負債)

当第３四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末より337百万円減少し、2,265百万円となりました。

これは主に、未払金140百万円、未払費用94百万円、その他に含まれる預り金147百万円の増加と、短期借入金50百

万円、未払法人税等143百万円、賞与引当金516百万円の減少によるものであります。固定負債は、前事業年度末よ

り３百万円増加し、125百万円となりました。これは、役員退職慰労引当金３百万円の増加によるものであります。

この結果、負債総額は、前事業年度末より334百万円減少し、2,390百万円となりました。

(純資産)

当第３四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ408百万円増加し、10,577百万円となりました。

これは主に、四半期純利益717百万円の計上による増加と、配当金345百万円の支払いによる減少によるものであり

ます。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点において、2023年４月27日発表の通期業績予想に変更はありません。

今後の市場動向や受注環境等を勘案し、業績予想の修正が必要と判断した場合には、速やかに開示いたします。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2023年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2023年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,735,630 5,501,783

売掛金 2,760,449 2,187,141

契約資産 792 264,435

有価証券 500,072 999,705

仕掛品 5,286 59,115

前払費用 58,969 71,428

その他 4,729 9,082

流動資産合計 9,065,929 9,092,692

固定資産

有形固定資産 59,316 58,435

無形固定資産 31,642 27,336

投資その他の資産

投資有価証券 2,041,613 1,994,499

敷金及び保証金 208,370 206,688

保険積立金 708,730 802,898

前払年金費用 479,400 503,626

繰延税金資産 283,431 267,305

その他 15,721 14,413

投資その他の資産合計 3,737,267 3,789,432

固定資産合計 3,828,226 3,875,204

資産合計 12,894,155 12,967,897
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(単位：千円)

前事業年度
(2023年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2023年12月31日)

負債の部

流動負債

短期借入金 260,000 210,000

未払金 229,521 369,805

未払費用 535,216 629,447

未払法人税等 281,706 137,827

賞与引当金 1,018,510 501,888

受注損失引当金 - 816

その他 278,135 415,324

流動負債合計 2,603,090 2,265,108

固定負債

役員退職慰労引当金 121,660 125,204

固定負債合計 121,660 125,204

負債合計 2,724,750 2,390,312

純資産の部

株主資本

資本金 733,360 733,360

資本剰余金 624,523 624,523

利益剰余金 9,143,560 9,515,183

自己株式 △371,725 △371,725

株主資本合計 10,129,718 10,501,341

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 56,972 93,527

土地再評価差額金 △17,285 △17,285

評価・換算差額等合計 39,687 76,242

純資産合計 10,169,405 10,577,584

負債純資産合計 12,894,155 12,967,897
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

売上高 10,207,065 10,894,078

売上原価 8,046,239 8,581,915

売上総利益 2,160,825 2,312,162

販売費及び一般管理費 1,233,995 1,282,168

営業利益 926,830 1,029,994

営業外収益

受取利息 8,123 12,974

受取配当金 6,380 7,369

賃貸不動産収入 747 747

助成金収入 1,445 2,394

保険解約返戻金 12,247 -

雑収入 1,502 1,196

営業外収益合計 30,446 24,681

営業外費用

支払利息 1,346 1,288

雑損失 - 66

賃貸不動産費用 410 448

営業外費用合計 1,756 1,803

経常利益 955,519 1,052,872

特別損失

減損損失 8,401 -

特別損失合計 8,401 -

税引前四半期純利益 947,118 1,052,872

法人税等 302,369 335,374

四半期純利益 644,748 717,497
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の算定方法)

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用し

ております。

（セグメント情報等）

当社の事業は、情報サービス事業ならびにこれらの附帯業務の単一事業であります。したがいまして、開示対

象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。

　


